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平成 18 年 2月末現在の ●人口 13,867 人 （前月比 ＋ 6人） 男  6,943 人 （－ 1人） 
●世帯数 3,837 世帯  前月比（＋ 1 世帯）人口の動き  （前年比 ＋ 16 人） 女  6,924 人 （＋ 7人）

＊聖籠中学校 第５回卒業式＊

ありがとう  そして、さようなら
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左から、御小柴保健師、佐藤ケアマネージャー、宮下社会福祉士、

 高山主任ケアマネージャー、片桐運動指導専門員

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
援
助
や
支
援
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
介
護

や
支
援
が
必
要
に
な
る
前
か
ら
日
常
的
な
健
康
管
理
や
予
防
対
策

が
、
そ
し
て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
状
態
の
悪
化
を
極
力
防
ぐ
こ
と
が
、
さ
ら
に
は

総
合
的
な
援
助
や
支
援
を
検
討
し
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
専
門
職
員
等
が
、
高
齢
者
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
の
窓
口
、
医
療
と
介
護
の
連
携
、

権
利
擁
護
や
虐
待
へ
の
対
応
、
支
援
困
難
事
例
へ
の
対
応
な
ど
必

要
な
援
助
・
支
援
を
総
合
的
に
行
い
、
高
齢
期
の
生
活
を
支
え
る

サ
ー
ビ
ス
が
最
期
を
迎
え
る
ま
で
切
れ
間
な
く
提
供
さ
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。
ま
た
、
生
活
機
能
が
低
下
し
介
護
が
必
要
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
高
齢
者
を
様
々
な
方
法
で
早
期
に
把
握
し
、
自
立
し

た
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
の
援

助
を
行
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
や
事
業
の
概
要
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
相

談
役
と
し
て
関
わ
る
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

☎ 

　

町
内
に
は
左
記
の
と
お
り
二
つ
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
在
宅
で

寝
た
き
り
や
認
知
症
等
の
高
齢
者
を

介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
、
介
護
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
応
え
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
手
続
き
の
相

談
、
介
護
指
導
、
介
護
用
品
等
の
紹

介
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

町
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

　

聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
８
２
５
番
地

　

☎
２
７

－

２
２
８
２

▼ 

聖
豊
は
す
が
た
園
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
聖
豊
は
す
が
た
園
内
）

　

聖
籠
町
大
字
蓮
潟
２
２
４
９
番
地

　

☎
２
７

－

７
０
６
６

＊＊＊＊＊＊＊＊  ＊＊＊＊＊＊＊＊

　高齢者の皆さんの心と体の元気を応援

する仕事です。介護保険で要支援になっ

た方、体力が少し心配という方の健康へ

のお手伝いをします。どうぞよろしく。

＊＊＊  ＊＊＊

（町社会福祉協議会から出向）

　介護が必要になった時でも今までどお

り、ご本人・ご家族が安心して暮らして

いかれるように相談に応じるのがケアマ

ネージャーの仕事です。より皆さんの力

になれるように指導支援していきます。

＊＊＊＊＊＊  ＊＊＊＊＊＊

（町社会福祉協議会から出向）

　地域包括支援センターは、いつまでも

元気に自分らしい生活を送れるように支

援していくところです。そのなかでも、

社会福祉士は、相談窓口としての役割を

求められています。

　介護についての困りごとがありました

ら、いつでもご相談ください。

＊＊＊＊  ＊＊＊＊

（嘱託員）

　高齢者の皆さんが、よりいっそうお元

気になりますようにお手伝いさせていた

だきます。よろしくお願いします。

＊＊＊＊＊  ＊＊＊＊＊

（嘱託員）

　高齢者の皆さん、気持ちの上でも体

の活動においても老いないことが大切で

す。どうすればよいのでしょうか？なに

よりも運動することです。楽しく生きる

ことです。一緒に運動しませんか。お待

ちしております。

　

● 

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
保
健
師
等
を
中
心

に
対
応
し
ま
す
）

　
　

 　

介
護
が
必
要
と
さ
れ
る
人
や
介
護
や
支
援
が

必
要
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
に
対
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
立
て
て
、
要
介
護

状
態
の
悪
化
予
防
と
要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と

の
予
防
を
図
り
ま
す
。

　

● 

総
合
相
談
・
支
援
（
社
会
福
祉
士
を
中
心
に
対

応
し
ま
す
）

　
　

 　

福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
に
応
じ
て
、保
健
所
、医
療
機
関
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
制
度
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
援
助
を
行
い

ま
す
。

　

● 

権
利
擁
護
事
業
（
社
会
福
祉
士
を
中
心
に
対
応

し
ま
す
）

　
　

 　

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見

の
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

●
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　

 （
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
対
応
し

ま
す
）

　

 　

高
齢
者
の
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
支
援

を
行
な
う
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
日
常
的

個
別
指
導
、
支
援
困
難
事
例
等
に
つ
い
て
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
助
言
・
指
導
、
地
域
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
医
療
と

の
連
携
な
ど
、
様
々
な
調
整
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

● 

運
動
機
能
向
上
の
た
め
に
、
振
動
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
使
用
し
た
「
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室
」
や
理
学
療
法
士
と
運
動
指
導
専
門
員

に
よ
る
「
楽
々
膝
教
室
」
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

● 

口
腔
機
能
向
上
の
た
め
に
、
歯
科
医
師
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
味
覚
障
害
、
口
腔
乾
燥
、
気
道

感
染
な
ど
の
予
防
法
や
口
腔
・
義
歯
清
掃
法
な

ど
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

● 

認
知
症
な
ど
の
予
防
を
図
る
た
め
に
、
医
師
を

講
師
に
、
う
つ
や
認
知
症
な
ど
の
治
療
の
必
要

性
及
び
受
診
奨
励
に
つ
い
て
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
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平成 18年度　一般会計予算は

　

平
成
18
年
度
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
は

七
十
一
億
五
〇
〇
万
円
、
ま
た
特
別
会
計
予
算
は
６
会
計
合
計
五
十
二
億
五
二
一
万
円
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ
る
の

か
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
税
務
財
政

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

☎
２
７
│
１
９
５
６
（
直
通
）

町税
44億 3,970 万円
（62.5％）

内　訳
固定資産税 35 億 3,346 万円（79.6％）
町民税（法人） 4 億 5,000 万円（10.1％）
町民税（個人） 2 億 8,480 万円（ 6.4％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税等 
 1 億 7,144 万円（ 3.9％）

土木費
15億 2,264 万円
（21.4％）

道路・公園・港湾整備など

平成18年度
一般会計

近年における歳入と

町税の予算額の推移一
般
会
計
予
算

　

 　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に
よ
り
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
や

循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
の
環
境
対
策
、
魅
力
あ
る
農
業
づ

く
り
、
教
育
の
充
実
な
ど
町
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。（
主
な
事
業
は
６
〜
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

 　

町
民
の
健
康
増
進
と
医
療
給
付
の
提
供
を
お
こ
な
い
、
保
険
業

務
の
適
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 　

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
医
療
諸
費
に
つ
い
て
運
営
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

 　

老
後
の
自
立
支
援
を
基
本
と
し
、
共
同
連
帯
の
考
え
を
軸
に
居

宅
や
地
域
中
心
に
社
会
的
介
護
を
保
障
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
維
持
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 　

下
水
道
の
維
持
管
理
と
引
き
続
き
汚
水
管
渠
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

 　

上
水
道
へ
の
切
り
替
え
の
啓
発
活
動
を
進
め
、「
安
全
で
良
質

で
、
お
い
し
い
水
」
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

国庫支出金
1億 7,299 万円
（2.5％）

使い道を特定して国

が支出する補助金等

地方譲与税
2億 3,500 万円
（3.3％）

国税として徴収し一定基準

により町に譲与されるお金

そ　の　他
2億 8,544 万円
（4.0％）

その他交付金、分担

金及び負担金、使用

料及び手数料など

繰　越　金
1億 5,000 万円
（2.1％）

前年度から繰り

越したお金

地方消費税交付金
1億 6,500 万円
（2.3％）

地方消費税の清算後一定基準

により町に交付されるお金

総務費
8億 39 万円
（11.3％）

環境・交通安全

対策、選挙、広

域関連事業など

消防費
3億 1,672 万円
（4.5％）

消防団活動、消防施

設整備など

議会費
1億 782 万円
（1.5％）
議会活動

その他
829 万円
（0.1％）

基金積立（町の預金）、

雇用対策など

衛生費
6億 9,689 万円
（9.8％）

予防検診・保健事業、

ごみ処理事業など

公債費
6億 9,771 万円
（9.8％）

町が借り入れたお金

の返済

民生費
12億 493 万円
（17.0％）

高齢者・児童・障害

福祉事業など

教育費
　12億 1,816 万円
（17.1％）

学校・公民館・図書館

事業、施設運営など

農林水産業費
2億 5,561 万円
（3.6％）

農業・漁業振興、土地

改良事業など

繰　入　金
3億 8,317 万円
（5.4％）

基金から繰り入れ

たお金など

県支出金
3億 1,588 万円
（4.4％）

使い道を特定して県

が支出する補助金等

町　債
4億 5,000 万円
（6.3％）

借り入れするお金

諸　収　入
5億 782 万円
（7.2％）

預金利子や税の延滞金、

貸付金の回収金など

商工費
2億 7,584 万円
（3.9％）

商工業の振興、観光

事業など
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総合計画に基づく
主な事業
総合計画に基づく
主な事業

総合計画に基づく
主な事業
総合計画に基づく
主な事業

◆ 

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
の

す
が
た
づ
く
り

　

県
の
実
施
す
る
港
湾
施
設
整
備
へ

の
負
担
金　

　

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

補
助
金
、
貸
付
金
、
工
事
請
負
費
な
ど

◆ 

心
に
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
緑
の
保
全

　

病
害
虫
防
除
な
ど

　

都
市
公
園
等
の
維
持
管
理
・
整
備

◆ 

用
途
に
応
じ
た
安
全
で
快

適
な
移
動
手
段
の
確
保

　

道
路
改
良
、
舗
装
、
測
量
、
用
地

購
入
な
ど

　

県
道
路
事
業
へ
の
負
担
金

　

道
路
植
栽
、
舗
装
補
修
、
除
雪
作

業
な
ど

　

循
環
バ
ス
事
業
運
営
経
費

◆
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

　

ご
み
収
集
運
搬
委
託
な
ど

　

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合
へ
の

負
担
金

　

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
防
止
対
策

事
業
な
ど

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
審
査
、
運
用
支
援
な
ど

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金

　

水
洗
便
所
改
造
助
成
、
排
水
設
備

資
金
利
子
補
給
な
ど

　

中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
負
担
金

快
適
な
生
活
空
間
の
創
造

◆ 

安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り

　

消
火
栓
整
備
、
消
防
備
品
、
新
発

田
広
域
消
防
負
担
金
な
ど

　

国
民
保
護
計
画
策
定
、
防
災
行
政

無
線
通
信
施
設
更
新
な
ど

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
設
置
・
修
繕

　

各
種
交
通
安
全
活
動
な
ど

◆ 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
や
か
子
育
て
支
援
、児
童
手
当
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
補
助
な
ど

　

保
育
所
運
営
経
費
、
私
立
保
育
園

運
営
補
助
な
ど

　

医
療
費
の
助
成
な
ど

　

福
祉
計
画
策
定
な
ど

　

広
域
障
害
者
施
設
へ
の
負
担
金

　

医
療
費
助
成
、
施
設
訓
練
等
支
援

な
ど

　

敬
老
会
運
営
、
長
寿
祝
金
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
費
補
助
な
ど

　

通
所
介
護
運
営
、在
宅
介
護
支
援
、

介
護
者
手
当
な
ど

　

入
所
委
託
料

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
、
施
設
運

営
費
負
担

　

老
人
保
健
・
介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金

　

居
宅
生
活
支
援
、
協
議
会
助
成
な

ど◆ 

生
涯
健
康
な
暮
ら
し
を

お
く
る
た
め
に

　

医
療
費
の
助
成
な
ど

　

各
種
が
ん
健
診
な
ど

　

入
院
費
助
成
、
社
会
復
帰
支
援

　

ざ
ぶ
〜
ん
館
管
理
業
務
委
託
な
ど

　

ざ
ぶ
〜
ん
館
等
修
繕
工
事

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金

安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
の
実
現
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総合計画に基づく
主な事業
総合計画に基づく
主な事業

総合計画に基づく
主な事業
総合計画に基づく
主な事業

◆ 

活
力
・
う
る
お
い
・
彩

り
あ
ふ
れ
る
農
業

　

水
稲
病
害
虫
防
除
な
ど

　

交
流
館
『
杜
』
維
持
管
理
な
ど

　

こ
だ
わ
り
農
業
支
援
な
ど

　

農
産
物
価
格
安
定
補
助

　

各
種
補
助
・
園
芸
産
地
育
成
強
化
、

施
設
園
芸
産
地
育
成
な
ど

　

補
助
金
な
ど

　

水
環
境
整
備
、基
盤
整
備
補
助
金
、

蓮
野
地
区
排
水
対
策
な
ど

　

生
産
調
整
に
対
す
る
助
成
な
ど

◆ 

つ
く
り
育
て
る
魅
力
あ

る
漁
業

　

加
治
川
河
口
・
船
だ
ま
り
し
ゅ
ん

せ
つ

　

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

◆
地
域
に
根
づ
く
商
工
業

　

各
種
融
資
資
金
の
預
託

　

商
工
会
へ
の
支
援
な
ど

◆ 

住
む
人
・
訪
れ
る
人
み

ん
な
心
潤
う
観
光

　

海
水
浴
場
運
営
事
業

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
支
援
、
観
光
協
会

運
営
補
助

活
力
・
魅
力
あ
ふ
れ
る

産
業
づ
く
り

◆ 

い
き
い
き
と
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に

　

施
設
改
修
な
ど

　

非
常
勤
講
師
な
ど

　

パ
ソ
コ
ン
等
借
り
上
げ

　

施
設
改
修
な
ど

　

就
学
援
助
、
特
殊
教
育
就
学
奨
励

金
　

適
応
指
導
教
室
指
導
員
等
賃
金
、

不
登
校
等
相
談
事
業
な
ど

　

育
英
生
貸
付
金

　

小
・
中
学
校
図
書
館
司
書
賃
金
な

ど◆ 

豊
か
な
感
性
を
育
て
る

た
め
に

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
支

援
な
ど

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
三
多
目

的
屋
内
運
動
場
、
屋
外
運
動
広
場
芝

生
樹
木
な
ど
の
管
理

　

修
繕
工
事
な
ど

　

文
化
会
館
自
主
事
業
・
設
備
操
作

委
託
な
ど

　

資
料
編
１
巻
、
通
史
編
発
刊
予
定

　

資
料
の
充
実
・
整
備
な
ど

◆ 

豊
か
な
国
際
感
覚
を
は

ぐ
く
む
ま
ち

　

中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
小･

中
学
生
の

招
へ
い
事
業
な
ど

◆ 

人
を
は
ぐ
く
み
癒
し
の
力

を
持
つ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　

地
域
振
興
事
業
へ
の
補
助

　

公
会
堂
改
修
等
工
事
費
補
助
金

個
性
豊
か
な
人
・
ふ
る
さ
と
づ
く
り

◆ 

と
も
に
考
え
責
任
を
持

つ
意
識
づ
く
り

　

広
報
せ
い
ろ
う
、
議
会
だ
よ
り
な
ど

◆ 

分
権
型
社
会
に
対
応
し

た
体
制
づ
く
り

　

新
発
田
広
域
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

◆ 

将
来
展
望
に
立
っ
た
行

財
政
の
運
用

　

戸
籍
情
報
電
算
化
業
務

　

職
員
派
遣
研
修
な
ど

　

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
機
器
整
備
な
ど

開
か
れ
た

行
財
政
の
推
進
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バスに乗るときは、マナーを守って気持ちよく

さくらんぼ号　藤寄発第 1便 7：15（蓮野小学校経由聖籠中学校行き）
 路線変更に伴うバス停の設置・移設のお知らせ

　現在、この便は、藤寄・旭ケ丘および大夫興野集落内を通る路線で運行していますが、小学生や中学

生の通学時間帯と重複し、交通事故の発生する危険性が高まっています。

　このため、４月 3 日（月）からなるべく集落内を通過しない路線に変更させていただきます。

　この路線変更によるバス停の設置・移設が次のとおりとなりますので、お間違えのないようご利用ください。

なお、詳しい運行ルートの確認は、役場生活環境課循環バス係へお問い合わせください。

　① 金田商店バス停をご利用の方　 ⇒ 天尾重建前バス停を新設
　② 藤寄公会堂バス停をご利用の方 ⇒ 藤寄公会堂幼稚園バス待合所バス停を新設
　③ 藤寄上通バス停をご利用の方　 ⇒ 冬期間の臨時バス停の位置に新設　
　④ 大夫興野バス停をご利用の方　 ⇒ 冬期間の臨時バス停の位置に移設

　平成 14 年 11 月から開始したバス運行事業は、『学生や高齢者等町民の生活交通を確保する。』といった

目的で取り組んできました。数値としては、17 年度で 15 年度対比 20％増の達成でした。その目的は、町

民皆様のおかげで平成 17 年度の 1月時点で達成することができ、2月現在で 86％増を記録しました。循環

バスをご利用いただき誠にありがとうございました。

　これからも、利便性向上とサービスを徹底し、より安全な移動手段となれるよう努めていきます。

交通事故防止のためかならずバス停からご乗車ください

■はまなす号（亀代地区路線）■さくらんぼ号（蓮野小学校区路線）■さくら号（山倉小学校区路線） 

　３路線とも役場などの公共施設、診療所などの医療施設、プラントなどの商業施設等を循環し、JR 佐々

木駅に接続する運行コースとなっています。それぞれの目的にあったバスのご利用をお願いします。

一般乗車 乗継乗車 免除乗車 合　計

15 年度 12,396 1,535 6,135 20,066

16 年度 13,713 2,281 5,336 21,330

17 年度 16,935 3,285 17,005 37,225

【単位：人】

17 年度延乗車人数は、17 年 4月から 2月までの集計です。
（15・16 年度は、1年間の実績です。）

循環バス延乗車人数15年度対比86％増を記録

乗り継ぎ券
（運転員から交付）

☎ 

はまなす号次第浜発7：00から、

聖中でさくら号に乗り継ぎ佐々木駅に

向かう高校生。

はまなす号次第浜発７：５０から、

保健センターでさくら号に乗り継ぐ

中央高校生。

さくらんぼ号の藤寄発7：15で、通学する藤寄地区の

中学生（小学生と一緒になるため、満車状態となる。）

さくらんぼ号の藤寄発7：55で、

通学する藤寄地区の小学1・2年生。

『バスがあって医者

イグにいいね～』

75
歳
以
上
の
フ
リ
ー
パ

ス
（
料
金
免
除
券
）
役

場
で
申
請
が
必
要
。

はまなす号次第浜発9：00で

医療機関などに行く亀代地区の皆さま

佐々木駅発7：26発さくら号で通学

する二本松地区の中学生。
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今
年
度
の
下
水
道
工
事

予
定
箇
所
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
18
年
度
の
下
水
道
工
事
予
定
箇
所
は
、
左
記
の
網
代
浜
・
亀
塚
・
次
第
浜
・
諏
訪
山
・
真
野

地
内
で
約
15

整
備
す
る
予
定
で
す
。
工
事
箇
所
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
平
成
19
年
度
も
し
く

は
平
成
20
年
度
か
ら
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
工
事
中
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
下
水
道
の
全
町
供

用
開
始
を
目
指
す
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水
道
課 

下
水
道
係 

☎
２
７
│
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
）

網代浜・亀塚・次第浜地内

諏訪山 地内 真野 地内

※
工
事
予
定
箇
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
３
月
現
在
の
た
め
、
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

安全で快適なまちづ

くりのために下水道

の接続を !!

サッちゃん

カッちゃん

ナッちゃん

聖籠町公共下水道シンボルマーク
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四
ツ
屋
、
山
倉
、
本
諏
訪
山
、

山
諏
訪
山
、
聖
中
ヶ
丘
、
別
條
、

網
代
浜
の
一
部
若
し
く
は
全
部

　

供
用
開
始
区
域
に
な
っ
た
皆

さ
ん
に
は
1
年
以
内
に
、
宅
地

内
に
設
置
さ
れ
た
公
共
汚
水
ま

す
に
便
所
、
台
所
、
浴
室
な
ど

か
ら
の
汚
水
を
流
し
込
む
排
水

設
備
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
汲
み
取
り

式
便
所
だ
っ
た
ご
家
庭
は
、
供

用
開
始
の
日
か
ら
3
年
以
内
に

水
洗
便
所
に
し
、
下
水
道
に
接

続
す
る
よ
う
下
水
道
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
工
事
は
指
定
工
事
店
に
!!

　

設
置
に
つ
い
て
は
町
の
指
定

す
る
工
事
店
に
工
事
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。工
事
店
一
覧
は
、

上
下
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
る

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
や
便
所
の

改
造
等
の
工
事
費
は
、
各
自
の

負
担
に
な
り
ま
す
。
接
続
等
に

係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
町
の

融
資
・
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

(

利
用
に
つ
い
て
は
供
用
開
始

の
日
か
ら
一
定
の
期
限
・
条
件

が
伴
い
ま
す
）。

 

役
場 

上
下
水
道
課 

下
水
道
係

☎
２
７
│
２
１
１
１

（
内
線
３
４
４
）

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

下水道接続工事はお早めに
☆ 

平
成
18
年
4
月
15
日
に
供

用
開
始
を
す
る
区
域

☆ 

排
水
設
備
の
設
置
は
供
用
開
始

に
な
っ
て
か
ら
一
年
以
内
に
。

凡　　例

平成17年度までに供用
（使用）開始された区域

平成 18年 4月から供用
（使用）開始する区域

下水道整備計画区域

　聖籠こども園では、子育て事業としてすくすくサロン「さく

らんぼ」を開催しています。在宅で子育てしている全ての親子

が対象です。

　お子さんの遊び場として、お家の方の仲間づくりや出会いの

場として園を開放しています。お母さんはもちろんのこと、子

守を引き受けて子どもと一緒に遊びたいと思っているお父さ

ん、子守を頼まれてどこかに遊ぶところがないかと探している

おばあちゃん、おじいちゃんなどお家の方どなたでもよろしい

です。お子さんと一緒に遊びにきませんか。

★ ★ ★ 主 な 予 定 ★ ★ ★

　・第 1火曜日→ 0歳児の日

　・第 2火曜日→ 1歳以上児の日

　・第 3火曜日→「絵本の読み聞かせ」

　・第 1木曜日→ 2歳児の日

　・第 2木曜日→ 1歳児の日

　・第 3木曜日→ 0歳児の日

　・ 春の会、秋の会、給食試食会、講話、おしゃ

べり会、お茶会、朗読の会などを行います。

　・子育て相談

　　 　子育てで困っていることや、悩んでいる

ことはありませんか？専門の保育士・栄養

士・看護師など、相談に応じます。

★ ★ 「さくらんぼ」の

利用内容 ★ ★

● 親子遊びを通して、親子のつながりを深めな

がら、お子さんの感性や能力を伸ばします。

● いろいろな人とかかわりながら、情報交換を

したり、仲間づくりを行う場です。

● 家庭以外の人とのかかわりを通して、人との

かかわりへの適応を促します。

●子育ての悩みごとなど、相談できる場です。

●子育てに役立つ情報がたくさんあります。

☎ 

すくすくサロン「さくらんぼ」
～ 仲間になろうよ ～  みんなおいでよ 　

生
活
環
境
の
向
上
、
自
然
環
境
を
保
護
す
る
た
め
に
も
公
共
下

水
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

☆ 

町
の
融
資
制
度
・
助
成
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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　平成 18 年 4月から介護保険制度が改正され、

福祉用具購入費支給の申請及び住宅改修費の支給の申請方法等が変更となります。

どちらの申請の際も、不明な点等ありましたら、

役場 町民課 保険係又は担当のケアマネージャーにお気軽にご相談ください。

　平成17年度の保険料の納め忘れはありませんか？納め忘れをしていると介護を利用する場合、一旦

全額を支払っていただく等の制限を受けます。「納めてなかった！」とお気づきの際には速やかに納付

をお願いします。納付書の再交付は役場町民課へご相談ください。

◇ 後日、役場に領収書を持ってきて、9割分の請求をしていただければ、本来の自己負担分以外の金額は戻りま

すが、受け取りまでには数か月間かかります。また、滞納している保険料分を差し引かれる場合もあります。

福祉用具購入・住宅改修費の
支給申請方法が変わります！
福祉用具購入・住宅改修費の
支給申請方法が変わります！

とある介護保険施設にて・・・

おばぁちゃん！

介護保険料を 1 年間納めてなかった

ので、施設入所費の自己負担分を一

旦全額払ってください。

後で役場に行けば 9割分は戻ります

から・・・

ちゃんと納めてればこんなこと

にならなかったのね・・・

介護保険料を2年以上滞納すると、

サービス利用料の１割負担が、 　　　　　　　となります。３割負担

介護保険料を1年以上滞納すると、

サービス利用料の１割負担が一旦、    　　　　　　　となります。10割負担

 介護保険料の納め忘れに

お気をつけてください。

65歳
 以上の方へ！

忘れていませんか !?

☎ ☎ 

○ 住宅改修費の支給については、あらかじめ、費用の見積りや改修の内容を記載した書類を役場

町民課　保険係まで提出することが義務付けられます。

　主な改修内容は下記の通りです。（20万円を上限に費用を支給します。）

◇手すりの取り付け

◆段差の解消

◇滑りの防止

◆移動の円滑化などのため、

　又は通路面の材料の変更

◇引き戸などへの扉の取替え

◆洋式便器などへの便器の取替え

　　　（上記の改修に伴って必要となる工事）

○ 福祉用具の購入費については福祉用具販売の指定を受けた事業所から購入した場合のみ支給

対象になります。

　対象品目については下記の通りです。（1年間に 10万円を限度額としています。）

◇腰掛け便座

◆入浴補助用具　

◇特殊尿器　

◆簡易浴槽　

◇移動用リフトのつり具

◇ 徴収時効が成立した未納の介護保険料がある場合は、1か月入所した場合の支払っていただく基本サービ

スの個人負担額が、1割から 3割へ変更となります。また、利用者負担第 2段階の場合であれば、月々の

負担限度額が 1万 5千円程度（食費・居住費除く）で済む制度（高額介護サービス費支給申請）があり

ますが、2年以上滞納の場合、これも適用されなくなります。　

※  2 年以上滞納すると保険料の消滅時効となります。いざ「サービスを利用したいので滞納していた分を

納めます！」と納付したくとも、保険料の時効成立している分につきましては納められませんのでご注

意ください。

　65 歳以上で、年金が年額 18 万円未満の人は納付書等で介護保険料を納めます（普通徴収）。普通徴収の

人の保険料納付義務は、本人だけではなくその人の配偶者や世帯主も連帯して負うこととなります（介護保

険法第 132 条）。
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交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
は

役
場
生
活
環
境
課 

☎
２
７
―
１
９
６
２
（
直
通
）

町の交通事故

発生状況

　『聖籠町交通安全母の会』は悲惨な交通事故をなくすため、母親の立場

から町民の皆さんに交通事故を ‶起こさない" ‶遭わない" よう呼びかけ

ています。

　平成 17 年度は高齢者交通事故防止活動の一環として、高齢者訪問を 11
回行いました。町が行う交通安全教室に参加できない高齢者にも交通安全

意識を高めてもらうため、母の会の評議員が警察と町の交通安全指導員と

一緒に高齢者を訪問して、反射タスキを配ったり、靴に反射材を貼って交

通事故防止を呼びかけました。

　なお、『母の会』は町民の皆さんから一世帯あたり 200 円の会費をいた

だいて活動しています。今後も交通事故のない明るい家庭づくりを推進す

るため活動しますので、ご理解とご協力をお願いします。

◆ 子どもを交通事故から守ろう !

★ 特徴を知って防ごう !子どもの交通事故

・子どもは走るのが大好き !  でも、すぐには止まれない。
・一つのことに夢中になり、周りの状況が目に入らなくなる。
・交通ルールをまだ十分に理解できていない。
・ 経験が少ないため、その場所が危険かどうかを理解していない。
・ 視野が狭く、車の速度と距離の判断力が未成熟なため、無

理な横断をしてしまう。

環境から見るサイン 　
・ 住宅地・学校・こども園・スクールゾーン・公園・

駐車車両・交差点など、道路環境はサインを出
しています。

・ 「子どもが飛び出してくるかもしれない ?」と心
の準備をして、交通事故を防ぎましょう。

人や物から見るサイン
・ 歩道にいる子ども・大人・ボール・自転車・お

もちゃなど、道路にいる人や物などもサインを
出しています。

・ 子どもは一人とは限りませんし、人や物に走っ
て近寄る子どもの存在を想像し、速度を落とし、
交通事故を避けましょう。

 年
　 
区分 ２月 １月～２月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成 18 年 8 0 16 18 0 27

平成 17 年 12 0 18 19 0 27

増　減 － 4 0 － 2 － 1 0 0

午前 8時 30分～ 10時 30 分

午前 10時 30 分～ 11時 30 分

（レントゲン検診の受付時間が変りました）

血圧測定・眼底検査・心電図・尿検査・貧血検査・

血中脂質検査・糖尿病検査・肝機能検査・肝炎ウィ

ルス検診  等

・基本健康診査  1,000 円

※  70 歳以上（昭和 12 年 3 月 31 日までに生ま

れた方）・身体障害者手帳・療育手帳・精神

保健福祉手帳をお持ちの方は無料です。

・胸部レントゲン検診無料（対象は40歳以上です）

　50 歳～ 79 歳までの男性で、前立腺がん検診

を希望する方は、基本健診の血液検査時に検査

することが出来ます。また、基本健診は受けず

に、前立腺がん検診のみの受診も可能です。当日、

会場に午前 10 時 30 分までにお越しください。

※ 前立腺がん検診負担額：2,205 円 (70 歳以上の

方も自己負担あり）

　50 歳以上でタバコを多く吸う方、40 歳以上で

血痰など気になる症状がある方などを対象に喀

痰採取（3 日間）の検診もあります。

※肺がん（喀痰）検診負担額：400 円

500

1000

1500

2000

2500

平成12年度 平成17年度

65歳以上

40～64歳

30歳以下

基本健診受診者の推移

1008 人
889 人

730 人

174 人

801 人

198 人

平成12年度 平成17年度

ＨｂＡ１ｃ判定要指導ｂ以上の者

0

100

200

300

400

500

600

542 人

306 人

　毎年少しずつ、町の基本健診を受診する方が増えてい

ます。1年に 1度は、自分の健康状態を確認するために

健診を受けましょう。

　糖尿病の指標となる HbA1c の判定が要指導・要治療

となった方は、平成 12年度は全体の 17％だったにも関

わらず、平成 17年度は 27％、4人に 1人以上の割合に

増えています。

☎

日   程 会   場

4 月 14 日 金 次第浜公民館

17 日 月 亀塚公会堂

18 日 火 網代浜会館

19 日 水 藤寄公会堂

20 日 木 二本松公会堂

21 日 金

保健福祉センター
24 日 月

25 日 火

26 日 水

※ 申込みされた方には、事前に受診票をお送りしていま

す。申込みされていない方で希望される方は、保健福

祉課へご連絡ください。

春の健康診査がはじまります!春の健康診査がはじまります!



お問い合わせ先

町　役　場　　　☎２７－２１１１

町 民 会 館　　　☎２７－２１２１

図　書　館　　　☎２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）

　　　　　　　　☎２７－６５１１

診　療　所　　　☎２７－１２３４

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）
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聖
籠
中
学
校
へ

川
柳
家 

大
野
風
柳
先
生 

来
校

│ 

川
柳
を
募
集
し
ま
す 

│

「
聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」

利
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

《保健福祉事業》
　ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

　5日（水）19日（水）

◆弁護士相談（要予約）

　27日（木）

町社会福祉協議会

　☎27－6767

◆行政相談（毎月第 2火曜日）

　11日（火）

総務課（内線 223）

◆乳幼児健康診査・各種学級

○ 1歳 2か月児歯科検診

　10 日（月）午後 1 時 15 分～

○ 1歳 6か月児健診

　27 日（木）午後 1 時 15 分～

○乳児健診

　28 日（金）午後 1 時 15 分～

◆各種予防接種

（受付は 1 時 10 分からです）

○ BCG予防接種

4 日（火）午後 1 時 40 分～

○麻しん風しん混合予防接種

5 日（水）午後 1 時 40 分～

４
月

１
日
・ 

新
潟
県
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
開
始
記
念
式
典

３
日
・
職
員
辞
令
交
付
式

４
日
・ 

大
夫
興
野
老
人
ク
ラ
ブ

総
会

５
日
・
聖
籠
こ
ど
も
園
入
園
式

・
敬
和
学
園
大
学
入
学
式

６
日
・
小
学
校
入
学
式

７
日
・
交
通
安
全
街
頭
指
導

・
聖
籠
中
学
校
入
学
式

９
日
・
東
京
聖
籠
会

10
日
・ 

こ
ど
も
園
入
園
式（
蓮
野
・

蓮
潟
・
亀
代
）

12
日
・
杉
の
子
の
家
入
所
式

17
日
・ 

新
発
田
地
区
交
通
安
全

協
会
聖
籠
支
部
総
会

19
日
・ 

防
犯
組
合
総
会
及
び
区

長
会
議

・
藤
寄
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

20
日
・ 

新
潟
県
町
村
会
正
副
会

長
会
議

・
新
潟
県
町
村
会
役
員
会

25
日
・ 

聖
籠
町
交
通
安
全
母
の

会
総
会

　

い
よ
い
よ
お
花
見
の
時
期
で
す
。

各
地
で
桜
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
聖
籠
町
で
も
毎
年

恒
例
と
な
り
ま
し
た
弁
天
潟
さ
く
ら

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

４
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

弁
天
潟
風
致
公
園
内

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
太
鼓
演
奏

や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）、
観
桜

茶
会
、
貸
し
ボ
ー
ト
、
屋
台
広
場
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 

開
花
に
あ
わ
せ
て
午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。（
散
り
果
て
で
終
了
）

※ 

開
花
状
況
に
よ
り
順
延
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
開
催
日
が

雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま

す
。

主
催

：

聖
籠
町
観
光
協
会

２
７

―

２
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

死亡

 氏　名 年齢 行政区

大　谷　伴
とも

　男
お

さん (78 歳） 山三賀

　井　正
しょう

　吾
ご

さん (82 歳） 丸　潟

曽　根　ミノルさん (88 歳） 蓮　潟

宮　下　キヨミさん (85 歳） 次第浜

渡　辺　ハルイさん (91 歳） 亀　塚

　田　弘
ひろ

　文
ぶみ

さん (69 歳） 山大夫

大　谷　太
た

　衛
えい

さん (78 歳） 二本松

高　橋　悦
えつ

　雄
お

さん (47 歳） 次第浜

本　間　ヨ　シさん (95 歳） 大夫興野

 赤ちゃん 保護者 行政区

　悠
はる

　ちゃん ( 栗原　啓太 ) 東　山

　凜
りん

　ちゃん ( 細貝　芳彦 ) 亀　塚

百
もも

　把
は

ちゃん ( 刈屋　　敦 ) 網代浜

美
み

　蘭
ら

ちゃん ( 此村　孝之 ) 旭ケ丘

月
る

　羽
はね

ちゃん ( 関川　　健 ) 網代浜

友
ゆ

　結
い

ちゃん ( 幾野　　均 ) 藤　寄

ちひろちゃん ( 稲垣　　武 ) 次第浜

皓
こう

　貴
き

ちゃん ( 大塚　剛史 ) 尾沢ケ丘

七
なな

　芭
は

ちゃん ( 中野　治樹 ) 亀　塚

暖
のど

　佳
か

ちゃん ( 中川　　哲 ) 二本松

古
こ の は

乃羽ちゃん ( 中村　政和 ) 別　條

花
は

　菜
な

ちゃん ( 山口　祐司 ) 蓮　潟

大
たい

　冴
が

ちゃん ( 村山　雅丈 ) 藤　寄

ゆずゆちゃん ( 佐藤　儀貴 ) 網代浜

出生

　

川
柳
家
で
N
H
K
学
園
の
講
師

な
ど
を
務
め
て
お
ら
れ
る
大
野
風
柳

先
生
が
聖
籠
中
学
校
を
訪
問
し
生
徒

か
ら
募
集
し
た
句
の
講
評
を
行
い
ま

す
。
こ
の
句
会
は
新
潟
市
の
川
柳
の

会
「
新
柳
会
」
と
「
聖
籠
中
学
校
」

が
合
同
で
行
う
も
の
で
、
今
年
が
４

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
こ
の
句
会

へ
の
投
句
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
た
句
で
優
秀
な
も
の
は
聖
籠
中
学

校
で
の
句
会
で
大
野
先
生
が
講
評
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
句
会
の
日
時
、

募
集
の
要
領
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
句　
　

会

６
月
３
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

聖
籠
中
学
校
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
要
領

・
課　

題　

「
忘
れ
も
の
」

・
締　

切　

４
月
28
日
（
金
）

・ 

投
句
等　

投
句
用
紙
と
応
募
箱
は
、

役
場
１
階
受
付
、
町
民
会
館
受
付
、

聖
籠
中
学
校
地
域
交
流
棟
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
総
務
課 

広
報
担
当

☎
２
７

―

２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

婚姻
 新郎・新婦 行政区

 伊　藤　正
まさ

　之
ゆき

さん

 （阿部）　明
あけ

　美
み

さん 
旭ケ丘

 平　野　拓
たく

　也
や

さん

 （松田）　恵
え

　美
み

さん 
次第浜

 斉　藤　俊
しゅん

　介
すけ

さん

 （古市）　由
ゆ

香
か り

里さん 
尾沢ヶ丘

｝
｝
｝

H18.3.6
入　札　結　果

工事（件）名 契約額（円） 業 者 名 納 入 完 了 日 又 は
工事（委託）期間最終日

1
公下工第 4 号　大夫 143 号
管渠整備工事 43,260,000

福田・聖路総合
特定共同企業体

平成18年 11月 22日

2
公下工第 6 号　大夫 116 号
管渠整備工事 38,325,000 ㈱市川組 平成18年 11月 22日

　

町
で
は
、
土
と
ふ
れ
あ
い
、
野
菜

や
草
花
の
栽
培
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
体
験
学
習
施

設
と
し
て「
聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
町
民
を
は
じ
め
、
町

外
の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施

設
で
す
。

　

利
用
内
容
及
び
申
込
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

皆
様
の
お
申
込
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
利
用
期
間

　

４
月
か
ら
３
月
ま
で
（
１
年
間
）

■
利
用
料
金

　

1
年
間
で
１
㎡
当
た
り
１
５
０
円

で
す
。

[

例]

30
㎡
の
場
合

　

１
５
０
円
×
30
㎡
＝
４
、５
０
０
円

■
利
用
資
格

　

自
然
を
愛
す
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
（
町
内
・
町
外
在
住
を
問
い
ま
せ

ん
。）

■
農
園
の
場
所

　

聖
籠
町
大
字
大
夫
１
９
９
５―

１

（
山
大
夫
）

聖
籠
町
役
場 

産
業
観
光
課

☎
２
７―

２
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

「
聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」

利
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

広
報
せ
い
ろ
う
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
で
は
町
出
身
の
方
で
町
外
に
お

住
ま
い
の
方
や
近
隣
市
町
の
方
に
聖

籠
町
の
情
報
を
送
り
た
い
と
い
う
ご

要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
広
報
送
付

制
度
に
よ
り
『
広
報
せ
い
ろ
う
』
の

有
料
送
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
送
付
料
一
、二
〇
〇
円

　

（
１
年
分
・
５
月
号
〜
翌
年
４
月
号
）

●
申
し
込
み
方
法

　

役
場
２
階
総
務
課
へ
料
金
を
お
持

ち
に
な
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
広
報
担
当

☎
２
７―

２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

町
外
に
お
住
ま
い
の
知
人
に

広
報
せ
い
ろ
う
を
送
り
ま
せ
ん
か

│
広
報
送
付
制
度
の
ご
案
内
│

■農園の種類・区画面積・区画数聖
籠
中
学
校
へ

川
柳
家 

大
野
風
柳
先
生 

来
校

│ 

川
柳
を
募
集
し
ま
す 

│

「
聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」

利
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ
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　確定申告をした後で、計算違いなど内容に間違い

があることに気付いたり、うっかりして確定申告す

ることを忘れた方はいませんか。

　申告内容に間違いがあるときはそれを修正（更正）

することができます。

●税額を多く申告していたとき

　確定申告を提出した後で、税額を多く申告してい

たことに気付いたときは、「更正の請求」をして正

しい税額に訂正することができます。この「更正の

請求」をするための用紙は税務署にあります。

　更正の請求ができる期間は、原則として法定申告

期限から 1 年以内ですから、平成 17 年分の申告所

得税の場合は、平成 19 年 3 月 15 日まで、平成 17

年分個人消費税及び地方消費税の申告については、

平成 19 年 3 月 31 日までとなります。

●税額を少なく申告したとき

　確定申告書を提出した後で、税額を少なく申告し

ていたことに気付いたときは、「修正申告」をして

正しい税額に修正してください。この ｢ 修正申告 ｣

をするための用紙は税務署にあります。

　修正申告は、税務署から更正を受けるまではいつで

もできますが、税務署の調査を受けた後で修正申告を

したりすると、加算税などがかかる場合がありますの

で気付いたら速やかに修正申告をしてください。

新発田税務署　☎ 22 － 3161

　本年度の町税等の納期限が次のとおり決まりました。

　税金は、納入期限内に完納するようお願いします。

なお、納税には、口座振替による納税をお勧めしま

す。申し込み手続きは町と契約している各金融機関

でお願いします。

税務財政課　☎ 27 － 1956

税　目 期 別 納 期 限

町･県民税

1 平成 18 年 6 月 30 日

2 平成 18 年 8 月 31 日

3 平成 18 年 10 月 31 日

4 平成 18 年 11 月 30 日

固定資産税

1 平成 18 年 5 月 31 日

2 平成 18 年 7 月 31 日

3 平成 18 年 10 月 2 日

4 平成 18 年 12 月 28 日

軽自動車税 全 期 平成 18 年 5 月 31 日

国民健康保険税

1 平成 18 年 5 月 31 日

2 平成 18 年 6 月 30 日

3 平成 18 年 7 月 31 日

4 平成 18 年 8 月 31 日

5 平成 18 年 10 月 2 日

6 平成 18 年 10 月 31 日

7 平成 18 年 11 月 30 日

8 平成 18 年 12 月 28 日

自動車税の納期限は、5月 31 日（水）です。
　納税は、納税通知書をお持ちのうえ、最寄りの金融機関、郵便局、コンビニエンスストアもしくは県の地域振

興局県税窓口でお早めにお納めください。☆納税の際は、納税通知書を必ずご持参ください。

◎取扱店舗　　

　 サークルＫ・サンクス・セーブオン・セブンイレ

ブン・ローソン・デイリーヤマザキ・ヤマザキデ

イリーストア・ファミリーマート

　全国の店舗でご利用いただけます。

◎取扱時間　各店舗営業時間内

◎取扱期間　 平成 18 年 5 月 31 日（水）まで（6

月 1 日以降は、コンビニでの納税はで

きません。）

◎対　　象　平成 18 年度分の自動車税

　県では、5 月 27 日（土）、28（日）に臨時の自動

車税の納税窓口を開設します。

　コンビニエンスストアと併せてご利用ください。

◎納税窓口開設場所　地域振興局県税部

◎納税窓口開設時間

　・通 常　平日午前 8 時 30 分から午後 5 時まで

　・臨 時　5 月 27 日（土）・28 日（日） 

　　　　　 午前 9 時から午後５時まで

地域振興局県税部

☎ 22 － 5106

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

４
月
15
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

12
時
過
ぎ
ま
で

■
集
合
場
所
・
時
間

　

加
治
川
漁
協
脇
駐
車
場
（
加
治

川
右
岸
）
に
午
前
９
時
30
分
集
合

（
当
日
参
加
大
歓
迎
）

　

軍
手
・
ゴ
ミ
袋
は
主
催
者
で
用

意
し
ま
す
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・ 

午
前
９
時
30
分　

加
治
川
漁
協

脇
駐
車
場
を
出
発
し
、
桜
を
観

察
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
、
健
康

ウ
ォ
ー
ク
（
約
3
㎞
）
で
紫
雲

寺
橋
経
由
治
水
記
念
公
園
へ

・ 

午
前
11
時
頃
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
。
た
か
た
か
し
名
誉
会
長
あ

い
さ
つ
の
後
、「
さ
く
ら
」
の
歌

な
ど
全
員
で
合
唱
。
そ
の
後
解

散
■
参
加
対
象
者

　

 

聖
籠
町
・
新
発
田
市
の
小
学
生
、

一
般
参
加
者
、
加
治
川
を
愛
す

る
会
会
員

■
主　

催

　

 

加
治
川
を
愛
す
る
会
・
加
治
川

堤
桜
復
元
市
町
村
連
絡
協
議
会

加
治
川
を
愛
す
る
会　

事
務
局
長　

木
村　

哲

☎
２
２
│
６
７
１
５

 平成 18 年 5月～平成 19 年 3月まで

 毎週水曜日  午前 10 時～ 11 時 30 分

 ※参加者には後日詳しい日程をお知らせします。

 聖籠町保健福祉センター

 親子あそび、リズムあそび、自由あそび等

  平成 18 年 4 月 1 日で 1歳 6 か月以上～就園前の児と

その保育者

 定員 20 組　※継続して参加できる方に限ります。

 申込受付期間

 4 月 17 日（月）～ 4月 19 日（水）まで

 保健福祉課（保健福祉センター内）保健師 

 ☎ 27 － 6511

「あそび」は子どもが育っていくための栄養です。

ムダなことや同じことのくり返しのように見えても、必ず役に立っています。

 ●子どもともっと一緒にあそびたい！　●色々なあそびを知りたい！ 

 ●子どもの喜ぶあそびって何だろう？

こんな思いはありませんか？

　「あそび」を通じて、子どもも大人も「共に育つ場」子どもと大人と「向き合う」場として《あ

そび教室》を開催します。

度年成平

 「あそび教室」 参加者募集

案内図

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 町

の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向

広報聖籠 H18. 4　 2425　 H18. 4  広報聖籠 日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

２
月
28
日
（
火
）

●
交
通
安
全
対
策
会
議
開
催

　

平
成
18
年
度
聖
籠
町
交
通
安
全
対

策
の
方
針
・
計
画
を
定
め
る
た
め
、

聖
籠
町
交
通
安
全
対
策
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

対
策
会
議
は
警
察
関
係
者
や
道
路

管
理
者
、
議
会
議
員
、
交
通
安
全
団

体
等
16
名
で
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
の
基

本
方
針
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
交
通
危
険
箇
所

に
信
号
機
の
設
置
を
」「
若
者
や
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
効
果
的
な

事
故
防
止
対
策
は
な
い
か
」｢

高
齢

者
事
故
防
止
の
た
め
世
帯
訪
問
の
反

応
と
成
果
は
」
な
ど
具
体
的
な
取
り

組
み
に
対
す
る
意
見
も
だ
さ
れ
、
計

画
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
12
日
（
日
）

● 

春
の
交
通
安
全
教
室
開
催

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
│
４
聖
籠
店
で
交
通

安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
数
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
の
交
通
安
全
指
導
員
と
プ
ラ

ン
ト
聖
籠
店
の
従
業
員
が
共
同
で
腹

話
術
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
交
通
指
導

を
行
い
参
加
者
か
ら
は
楽
し
く
交
通

安
全
を
学
べ
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

● 

町
道
除
雪
、
今
冬
は
18
回
出
動
し

ま
し
た

　

こ
の
冬
は
暖
冬
予
想
に
も
か
か
わ

ら
ず
12
月
か
ら
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、

初
回
の
除
雪
作
業
は
12
月
18
日
に
出

動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月
22
日

に
は
町
に
も
大
き
な
影
響
の
出
た
大

停
電
が
起
き
る
な
ど
今
冬
の
寒
波
は

例
年
に
な
い
も
の
で
し
た
。

　

12
月
の
町
内
の
降
雪
量
は
70
セ
ン

チ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
2
〜
３
年

の
な
か
で
は
異
例
の
降
雪
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
月
ご
と
の
降
雪
は
、
1

月
は
81
セ
ン
チ
、
2
月
は
38
セ
ン
チ

と
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
れ
に
伴
い
除
雪
の
出
動
回
数
も

12
月
は
2
回
で
し
た
が
、
1
月
は
11

回
、
2
月
は
4
回
、
３
月
は
1
回
と

例
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
事
故
等
も
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
が
出
来
ま
し
た
。

３
月
１
日
（
水
）

● 

平
成
17
年
度
第
５
回
聖
籠
町
介
護

保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

第
3
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
、
次
期
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
運
営
協
議
会
で
、
審
議
さ
れ

た
次
期
事
業
計
画
、
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
今
後
議
会
に
お
い
て
さ

ら
に
審
議
さ
れ
ま
す
。

２
月
28
日
（
火
）

● 

第
２
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

県
費
負
担
教
職
員
た
る
校
長
の
任

免
の
内
申

・ 

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
対
す
る

意
見

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

２
月
27
日
（
月
）

● 

聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
24

回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

事
業
計
画
変
更
承
認
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
地
法
第
4
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
業
委
員
会
事
務
専
決
報
告
に
つ

い
て

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

生

活

環

境

課

ふ
る
さ
と
整
備
課

学

校

教

育

課

町

民

課

農

業

委

員

会

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

　

聖
籠
町
東
港
の
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
る
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

の
選
手
た
ち
。
今
月
は
、
J
１
リ
ー

グ
戦
5
試
合
に
加
え
、
J
リ
ー
グ

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
予
選

リ
ー
グ
の
2
試
合
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
実
に
公
式
戦
7
試

合
と
い
う
過
密
日
程
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
試
合
日
程

が
つ
ま
っ
て
く
る
と
、

移
動
す
る
だ
け
で
か
な

り
の
労
力
を
費
や
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
選

手
た
ち
に
と
っ
て
も
、

次
々
と
迫
っ
て
く
る
試

合
に
向
け
て
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
整
え
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
と
な

り
、
練
習
も
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
調
整
を
意
識
し

た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
試
合
が
連

続
で
続
く
と
い
う
こ
と

は
、
い
い
リ
ズ
ム
で
波

に
乗
れ
ば
連
勝
を
期
待

で
き
る
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
逆
に
一
度
悪
い

流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、

次
々
と
敗
戦
を
重
ね
て
し
ま
う
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

　

監
督
・
ス
タ
ッ
フ
も
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
考
慮
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
に

気
を
つ
か
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時
期
に

な
り
ま
す
。
で
す
が
、
今
月
は
新

潟
ス
タ
ジ
ア
ム
で
3
試
合
が
開
催
さ

れ
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
試
合

を
見
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
る
こ

と
は
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て
非
常
に
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

今
年
筑
波
大
学
か
ら
加
入
し
、

ル
ー
キ
ー
な
が
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
ラ
イ
ン
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲

得
し
て
い
る
中
野
選
手
。
身
長

1
7
4
cm
と
プ
ロ
の
デ
ィ
フ
ェ
ン

ダ
ー
と
し
て
は
決
し
て
大
柄
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
機
敏
な
動
き
と

頭
の
回
転
の
速
さ
で
、
J
1
リ
ー

グ
の
強
力
な
F
W
と
も
互
角
に
渡

り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
は
、
左
サ
イ
ド
バ
ッ

ク
も
こ
な
し
て
い
た
中
野
選
手

は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
が
ボ
ー
ル

を
奪
っ
た
と
き
の
攻
撃
の
起
点
と

し
て
も
、
重
要
な
役
割
を
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
は
無

難
に
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
、
実
直
な
人
柄
は
そ
の

ま
ま
プ
レ
ー
に
も
表
れ
、
ス
タ
ジ

ア
ム
で
見
せ
る
一
生
懸
命
に
戦
う

姿
は
早
く
も
新
潟
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
か
ら
支
持
を
受
け
て
い

ま
す
。「
小
学
校
か
ら
の
夢
」（
中

野
選
手
）
と
い
う
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
と
し
て
第
一
歩
を
順
調
に
踏

み
出
し
た
中
野
選
手
。
こ
の
調
子

で
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
を
代
表
す

る
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
成
長
し
て
い
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

3
月
の
不
安
定
な
気
候
も
過
ぎ
去

り
、
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
も
本
格
的
な
春
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
Ｊ
1
リ
ー
グ
戦
を
戦
う
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ユ
ー

ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
・
レ
デ
ィ
ー

ス
な
ど
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
試
合
や

イ
ベ
ン
ト
も
次
々
と
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

練
習
見
学
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

る
方
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
る
の
が
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ジ
の
第
2
駐
車
場
の
完
成
で

す
。複
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
る
土
・

日
は
、
こ
れ
ま
で
に
お
車
を
停
め
て

い
た
だ
い
て
い
た
、第
１
駐
車
場（
収

容
台
数

：

1
4
5
台
）
だ
け
で
は
、

自
動
車
が
収
容
し
き
れ
ず
、
ご
来
場

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
逆

側
の
敷
地
に
駐
車
場
を
増
設
。
約

7
0
0
台
収
容
可
能
な
第
2
駐
車

場
が
、
先
月
の
中
旬
に
完
成
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
も
、
今
季
は
極
力
非

公
開
練
習
を
行
わ
な
い
予
定
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
が
練
習
を
見
学
し
よ
う

と
い
う
日
も
多
く
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
第
2

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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亀　代
こども園

聖　籠
こども園

蓮　野
こども園

蓮　潟
こども園

　

二
月
三
日
は
節
分
。
鬼
に
豆
を
ぶ

つ
け
邪
気
を
追
い
払
い
一
年
間
の
無

病
息
災
を
願
う
昔
か
ら
の
年
中
行
事

で
す
。
節
分
当
日
、
蓮
野
こ
ど
も
園

で
も
毎
年
恒
例
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
豆
を
手
に
園
児
た
ち
が

集
ま
り
ま
す
。「
み
ん
な
は
ど
ん
な

鬼
を
や
っ
つ
け
た
い
の
か
な
？
」
と

先
生
か
ら
の
問
い
か
け
に
「
嘘
つ
き

鬼
！
」「
泣
き
虫
鬼
！
」「
い
じ
め
っ

こ
鬼
！
」「
給
食
食
べ
な
い
鬼
！
」

等
な
ど
、続
々
と
声
が
あ
が
り
ま
す
。

　

や
が
て
ド
シ
ン
ド
シ
ン
と
会
場
に

鬼
の
足
音
が
響
き
出
し
、
大
き
な
赤

鬼
青
鬼
の
登
場
で
す
。
す
か
さ
ず
園

児
た
ち
は
手
に
豆
を
持
ち
元
気
一
杯

鬼
た
ち
に
向
か
っ
て
投
げ
て
い
き
ま

す
。
そ
ん
な
な
か
、
ス
テ
ー
ジ
に

座
っ
て
い
る
三
歳
児
は
あ
ま
り
の
迫

力
に
泣
き
出
す
子
の
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
手
元
に
豆
が
な
く
な
る
と
、

会
場
に
散
ら
ば
っ
た
豆
を
拾
い
ま
た

投
げ
続
け
る
園
児
た
ち
。「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
た
く
さ
ん
の
豆
を
ぶ
つ
け

ら
れ
、
さ
す
が
の
鬼
た
ち
も
降
参
。

た
ま
ら
ず
会
場
か
ら
外
へ
逃
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　

投
げ
た
豆
を
拾
い
な
が
ら
「
鬼
は

恐
か
っ
た
け
れ
ど
、
赤
鬼
に
豆
を
ぶ

つ
け
た
よ
。」「
好
き
嫌
い
が
な
く
な

る
よ
う
に
思
い
切
り
豆
を
投
げ
た

よ
。」
と
満
足
顔
で
語
っ
て
く
れ
た

園
児
た
ち
。
心
の
中
の
悪
い
鬼
は
、

赤
鬼
青
鬼
と
一
緒
に
逃
げ
て
い
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
福
豆
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

持
っ
た
福
の
神
が
登
場
。
こ
の
豆
を

年
の
数
だ
け
食
べ
る
と
一
年
間
病
気

を
せ
ず
に
過
ご
せ
る
そ
う
で
す
。
心

も
体
も
元
気
一
杯
に
な
っ
た
園
児
た

ち
。
楽
し
い
豆
ま
き
で
し
た
ね
。

　

二
月
十
七
日
（
金
）
に
蓮
潟
こ
ど

も
園
で
食
生
活
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。「
子
ど
も
が
太
め
で

食
事
の
こ
と
に
関
心
が
あ
り
参
加
し

ま
し
た
。」「
料
理
に
自
信
が
な
く
少

し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
」
と
い
っ
た

お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
九
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず　

〝
朝
食
は
必
ず
食
べ
て
〞

と
い
う
管
理
栄
養
士
の
中
川
さ
ん
は

じ
め
、
三
名
の
食
生
活
改
善
推
進
員

さ
ん
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
県
民

栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
朝

食
の
欠
食
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
朝
食
を
食
べ
な
い
と
集
中
力
の

欠
如
、
便
秘
や
太
る
原
因
な
ど
様
々

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
「
朝
食
に
出
す
も
の

が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。」「
パ
ン
だ
と

野
菜
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
。」
と

言
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。
中
川
さ

ん
は
「
パ
ン
は
そ
れ
自
体
に
塩
分
が

含
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
バ
タ
ー
や

ジ
ャ
ム
な
ど
を
つ
け
て
食
べ
る
こ
と

で
余
分
な
物
ま
で
と
り
が
ち
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
ご
は
ん
は
何
に
で

も
合
い
、
お
か
ず
と
一
緒
に
食
べ
る

こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
や
す
い

で
す
。
朝
食
は
、
燃
費
の
よ
い
ご
は

ん
と
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
が
あ
れ

ば
十
分
。」
と
、
こ
の
言
葉
は
親
と

し
て
心
強
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
乾
物
は
栄
養
価
が
高
い

の
で
常
備
し
て
お
く
、
煮
物
は
素
材

を
生
か
し
て
、
味
付
け
を
薄
く
す
る

た
め
出
来
る
だ
け
始
め
に
砂
糖
を
入

れ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
た
く
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
は
、
選
ん
で
食
べ
る
時
代
！
子

ど
も
に
「
何
食
べ
た
い
？
」
で
は
な
く
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
作
っ
た
も
の
を

食
べ
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

桃
の
節
句
も
間
近
な
二
月
二
十
八

日
、
亀
代
こ
ど
も
園
年
長
組
園
児
を

対
象
に
、「
ひ
な
ま
つ
り
お
茶
会
」

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
時
期

毎
年
恒
例
の
園
の
行
事
で
す
。

　

お
茶
会
は
公
民
館
で
月
二
回
お
茶

の
お
手
前
を
楽
し
む
お
抹
茶
友
の
会

の
皆
さ
ん
と
亀
塚
の
お
抹
茶
教
室
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
園
児
た
ち
は
お
辞

儀
の
仕
方
か
ら
教
わ
り
ま
す
。
普
段

し
慣
れ
な
い
所
作
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

緊
張
し
た
面
持
ち
で
す
。
そ
れ
か
ら

お
茶
の
お
菓
子
干
菓
が
配
ら
れ
ま
し

た
。

　

蝶
の
焼
印
が
つ
い
た
お
煎
餅
と
花

型
の
砂
糖
菓
子
、
春
ら
し
い
お
菓
子

で
す
。
こ
う
し
た
お
菓
子
を
食
べ
る

の
も
初
め
て
の
園
児
た
ち
、
物
珍
し

さ
も
手
伝
っ
て
か
あ
っ
と
い
う
間
に

食
べ
終
わ
り
、
次
は
お
待
ち
か
ね
の

お
茶
が
一
人
ひ
と
り
に
運
ば
れ
て
来

ま
し
た
。

　

初
め
て
飲
む
お
抹
茶
の
味
は
…

「
ち
ょ
っ
と
苦
い
け
ど
お
い
し
い
」

と
ど
の
子
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
か
に
は
お
代
わ
り
す
る
子
も

い
て
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
の

皆
さ
ん
た
ち
も
と
て
も
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

　

慣
れ
な
い
正
座
に
足
が
し
び
れ
て

し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
普
段
お
手
前
を

い
た
だ
く
と
い
う
の
は
な
か
な
か
な

い
こ
と
で
す
。
園
児
た
ち
に
と
っ
て

は
い
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

お
抹
茶
友
の
会
と
お
抹
茶
教
室
の

皆
さ
ん
と
も
い
い
交
流
が
出
来
き
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
で

は
、
月
に
一
、
二
回
「
親
子
お
話
タ

イ
ム
」
と
し
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
親
子
で
じ
っ
く
り
楽
し
む
時
間
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

普
段
「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
お
部
屋
」

で
は
、
絵
本
も
常
備
し
て
あ
り
、
遊

び
の
一
環
と
し
て
い
つ
で
も
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
敢
え
て
「
親

子
お
話
タ
イ
ム
」
と
し
て
時
間
を
割

い
て
い
る
の
は
、理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
ひ
ざ
に
乗
せ
た
り
、
並

ん
で
座
っ
た
り
と
ス
タ
イ
ル
は
自
由

で
す
が
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が

絵
本
を
子
ど
も
に
読
ん
で
聞
か
せ
、

お
互
い
に
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
欲

し
い
、
と
い
う
さ
く
ら
ん
ぼ
の
先
生

方
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

な
の
で
す
。

　

そ
し
て
ど
の
子
も
本
の
好
き
な
子

ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
、
と
先
生
方

は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
ま
ず
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が

心
を
こ
め
て
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が

絵
本
の
大
好
き
な
子
に
な
る
第
一
歩

だ
そ
う
で
す
。

　

二
月
の
「
親
子
お
話
タ
イ
ム
は
」

二
十
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
様
子
を
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

日
は
一
歳
か
ら
三
歳
ま
で
と
幅
広
い

年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
、
好
き

な
絵
本
を
選
ん
で
、
思
い
思
い
の
絵

本
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
子
ど
も
は
本
来
絵
本
好

き
。お
母
さ
ん
の
お
ひ
ざ
に
座
っ
て
、

目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
な
が
ら
夢
中
に

な
っ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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亀　代
小学校

山　倉
小学校

　

二
月
二
十
二
日
（
水
）
山
倉
小
学

校
の
四
〜
六
年
生
の
蓮
潟
神
楽
ク
ラ

ブ
か
ら
児
童
十
三
名
が
、
蓮
潟
こ
ど

も
園
の
年
長
組
に
、
蓮
潟
神
楽
の

し
ゃ
だ
ん
お
ろ
し
、
天
狗
舞
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
代
表
児
童
か
ら
「
二
週
間

に
一
度
、
蓮
潟
神
楽
保
存
会
の
方
に

習
い
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
今
日
は
楽
し
ん
で
見
て
く
だ
さ

い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

太
鼓
や
篠
笛
の
音
が
な
る
と
園
児

も
背
筋
が
ぴ
ん
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
は
二
名
の
児
童
が
前
後
に

分
か
れ
動
き
ま
す
。
獅
子
舞
の
凛
と

し
た
動
き
も
よ
く
表
現
で
き
て
い
て

さ
す
が
三
年
間
や
っ
て
き
た
腕
前
で

あ
る
と
感
心
し
ま
し
た
。
獅
子
舞
の

迫
力
あ
る
動
き
に
怖
く
て
先
生
に
し

が
み
つ
い
て
い
る
園
児
も
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
天
狗
舞
。
天
狗
に
ひ
ょ
っ

と
こ
が
興
味
を
示
し
恐
る
恐
る

ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
り
、
天
狗
と

獅
子
舞
が
対
決
し
た
り
し
ま
す
。
天

狗
の
微
妙
な
手
足
の
動
き
も
素
晴
ら

し
く
、
ひ
ょ
っ
と
こ
の
舞
も
か
わ
い

ら
し
く
表
現
さ
れ
、
息
も
ピ
ッ
タ

リ
。
太
鼓
や
篠
笛
も
練
習
の
成
果
が

伺
え
、
間
違
え
る
こ
と
も
な
く
舞
い

に
合
わ
せ
て
上
手
に
演
奏
し
て
い
ま

し
た
。

　

獅
子
舞
を
舞
っ
た
児
童
は
「
最
後

の
と
こ
ろ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
長
く
や

れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
話
し
目
標
は

も
っ
と
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ど
の

児
童
も
「
緊
張
し
た
！
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
が
最
後
に
「
見
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
四
月
に
山
倉
小
学
校

の
一
年
生
に
な
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。」
と
園
児
に
向
か
っ
て

に
っ
こ
り
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

蓮　野
小学校

　

蓮
野
小
学
校
で
は
二
月
二
十
一

日
、
四
月
に
入
学
予
定
の
園
児

四
十
二
名
を
招
き
、
一
年
生
と
楽
し

く
交
流
を
深
め
な
が
ら
学
校
に
親
し

み
を
も
っ
て
も
ら
う
べ
く
「
体
験
入

学
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
集
ま
っ
た
園
児
た
ち
を

前
に
あ
や
跳
び
や
二
重
跳
び
な
ど
得

意
の
縄
跳
び
を
披
露
し
た
後
、
校

内
見
学
に
は
い
り
ま
し
た
。「
こ
こ

は
保
健
室
で
す
。
ケ
ガ
や
病
気
の
時

に
来
る
部
屋
だ
よ
。」
と
の
声
に
初

め
て
校
内
を
見
学
す
る
園
児
た
ち
は

興
味
津
々
。
つ
い
つ
い
早
足
に
な
り

が
ち
な
園
児
た
ち
の
手
を
し
っ
か
り

と
つ
な
ぎ
、
先
生
と
の
約
束
ど
お
り

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な
が
ら
校
長
室
や

教
務
室
、
家
庭
科
室
や
音
楽
室
な
ど

を
説
明
す
る
一
年
生
の
姿
は
ま
さ
に

園
児
た
ち
の
お
手
本
で
す
。

　

ま
た
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
フ
ラ
フ
ー
プ
リ
レ
ー
で

は
、
大
き
な
輪
を
園
児
と
児
童
が
一

緒
に
持
っ
て
走
る
頑
張
り
、
ま
た
声

援
を
送
る
気
持
ち
や
勝
ち
負
け
に
一

喜
一
憂
す
る
喜
び
を
共
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

早
く
一
年
生
に
な
り
た
い
な
。
早

く
春
に
な
ら
な
い
か
な
と
四
月
を
待

ち
遠
し
く
思
う
気
持
ち
が
き
っ
と
園

児
た
ち
の
心
の
中
に
芽
生
え
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
「
練
習
ど
お
り
う
ま
く
説

明
が
で
き
ま
し
た
。」「
一
緒
に
学
校

を
回
っ
て
楽
し
か
っ
た
。」「
最
後
に

握
手
を
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。」

と
入
学
体
験
の
お
手
伝
い
を
果
た
し

た
手
応
え
を
児
童
た
ち
は
し
っ
か
り

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

入
学
式
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
楽
し

い
新
学
期
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

　

二
月
二
十
日
（
月
）
亀
代
小
学

校
の
寒
い
体
育
館
の
中
で
低
学
年

一
、
二
年
生
の
一
、
二
、
三
と
数
え
る

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ
の
日
の

お
昼
休
み
、
ス
ポ
ー
ツ
委
員
主
催
の

大
縄
と
び
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
大

会
に
向
け
て
「
給
食
を
食
べ
て
す
ぐ

練
習
に
来
た
ん
だ
！
」
と
や
る
気
が

み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。「
勝
て
る
自

信
あ
る
よ
。」
と
話
し
ま
す
。
一
ク

ラ
ス
、
二
つ
に
別
れ
、
三
分
間
一
人

ひ
と
り
が
順
番
に
跳
び
続
け
回
数
の

多
い
ク
ラ
ス
の
勝
利
。

　

い
よ
い
よ
始
ま
る
と
、
騒
い
で
い

た
子
ど
も
た
ち
も
真
剣
に
跳
び
始
め

ま
す
。
一
年
生
は
、
一
人
ひ
と
り
が

慎
重
に
確
実
に
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

先
生
も
興
奮
し
た
様
子
で
つ
っ
か
え

て
し
ま
う
と
「
早
く
、
早
く
。」
と

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。　

　

二
年
生
は
、
一
年
生
の
と
き
の
経

験
を
生
か
し
リ
ズ
ム
に
乗
り
次
か
ら

次
へ
と
跳
び
続
け
ま
す
。

　

結
果
は
、
①
二
年
二
組 

二
〇
一

回
②
二
年
一
組 

一
八
一
回
③
一
年

二
組 

一
三
三
回　

④
一
年
一
組

八
九
回
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

優
勝
し
た
ク
ラ
ス
は
、
輪
に
な
り

勝
利
を
た
た
え
あ
い
ま
し
た
。
担
任

の
先
生
は
「
縄
を
回
す
の
も
重
要

な
役
割
で
上
手
だ
っ
た
け
ど
、
何

よ
り
私
の
愛
の
ム
チ
が
一
番
の
理
由

（
笑
）」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、「
先
生
の
愛
の
ム
チ
？
自

分
た
ち
の
練
習
の
成
果
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
体
力
を
つ
け
る
た

め
に
続
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
と
と
も
に

勝
利
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し

た
。

老人クラブ
連　合　会

　

今
月
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
コ
ー
ラ
ス

を
紹
介
し
ま
す
。
月
に
一
回
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
五

年
続
い
て
い
る
こ
の
会
は
、
会
員
が

五
十
名
前
後
で
す
。
こ
の
日
の
出
席

は
三
十
二
名
で
半
数
以
上
の
参
加
と

い
う
こ
と
で
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か

り
ま
す
。

　

講
師
は
ピ
ア
ノ
教
師
で
も
あ
る
宮

澤
夕
佳
先
生
。
三
年
前
か
ら
教
え
て

い
る
そ
う
で
す
が
「
皆
さ
ん
打
て
ば

響
く
上
達
で
教
え
が
い
が
あ
り
ま

す
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ピ
ア

ノ
の
生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
歌
え
る

贅
沢
さ
は
感
激
し
ま
す
。

　

会
長
の
佐
藤
ト
キ
さ
ん
曰
く
「
童

謡
か
ら
演
歌
ま
で
幅
広
く
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
町
の
音
楽
祭
や
長
寿

文
化
研
修
会
で
の
金
婚
式
の
お
祝
い

で
は
橋
幸
夫
の
〝
盆
ダ
ン
ス
〞
を
振

り
付
け
で
歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
み

ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
嬉

し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
雪
の
お
ど
り
、
冬
げ
し
き
、
赤

い
靴
、
ペ
チ
カ
、
こ
こ
に
幸
あ
り
と

こ
の
時
期
に
あ
っ
た
五
曲
を
歌
い
ま

し
た
。
熱
心
な
歌
声
に
先
生
も
つ
い

細
か
い
注
文
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
一
人
は
、「
冬
げ
し
き

の
歌
が
大
好
き
。
小
さ
い
頃
歌
っ
た

学
校
の
音
楽
室
を
思
い
出
し
、
な
つ

か
し
く
思
い
歌
っ
て
い
ま
す
。」
と
。

男
性
参
加
者
は
「
少
し
で
も
外
に
出

て
楽
し
み
た
い
。
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
け
て
嬉
し
い
。」
と
各
々
が
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
男
性
の

参
加
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
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エイミさん　11 歳5927 好きさん　13 歳

ひだの　もえさん　7歳

玉子さん　15 歳

二海堂　昶さん　12 歳

宮澤あかりさん　5歳ひだの　あゆさん　 6 歳

2 月の
乳児健診から

この写真は保健福
祉センターで行わ
れている乳児健診
会場で 4 か月健診
対象乳児を撮影し
ています。

 元気に育ってね！

平野　快
かい

樹
き

ちゃん

宮澤　壮大さん　7歳

ココさん　11 歳 ラシルドさん　7歳伊藤　侑大さん　9歳ソラさん　11 歳

安藤　わこちゃん 山本　彩
あや

乃
の

ちゃん眞鍋　美
み

穂
ほ

ちゃん 渡辺　瞳
とう

真
ま

ちゃん

髙松　佑
ゆう

都
と

ちゃん小林　碧
たま

姫
き

ちゃん渡辺　結
ゆう

波
は

ちゃん

 投稿するとき
は濃い鉛筆かペ
ンで書いてくださ
い。（薄いものは掲載
できません）
　名前は必ず書いてくだ
さい。
（ペンネーム希望の場合は
名前の横にペンネーム『○
○○』と書いてください）

　広報せいろうの『イ
ラスト自慢』への応募
は毎月 30 ～ 50 枚ほど
の応募があり、大変う
れしく思うのですが、
全員の分を載せられな
いのが残念です。ごめ
んなさい。
　載らなかった人もあ
きらめずにまた送って
ください。

じんざぶろうさん　15 歳

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
概
要
説
明
会
開
催
さ
れ
る

　

二
月
二
十
八
日
に
町
民
会
館
を
会

場
と
し
て
、
次
第
浜
地
区
で
進
め
ら

れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
販

売
に
向
け
て
の
事
業
概
要
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
阿
賀
北
地
区
を
中
心
と

し
た
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
不
動
産
関

係
会
社
、
東
港
立
地
企
業
な
ど
六
十

社
余
り
が
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
組
合
理
事
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
当
地
区
の
歴
史
や
事
業

に
至
る
ま
で
の
経
緯
説
明
後
に
、
完

成
後
に
は
高
齢
者
や
就
業
者
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
住
環
境
が
整
備
さ
れ

た
地
区
に
な
る
と
い
う
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
渡

町
長
が
町
の
都
市

計
画
事
業
と
の
関
わ
り
や
、
町
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ
い
て
説
明

し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
構

築
に
努
め
て
い
る
状
況
を
話
し
ま
し

た
。

　

事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
特
定
共

同
企
業
体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

用
し
て
施
行
前
の
様
子
か
ら
完
成
後

の
道
路
の
形
態
や
町
並
み
の
様
子
、

そ
し
て
老
人
保
健
施
設
計
画
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
が
、
出
席
者
は
興
味

深
く
こ
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

春
先
か
ら
は
上
下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
工
事
が
本
格

化
し
、
今
年
度
中
に
は
整
然
と
区
画

さ
れ
た
分
譲
地
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。

ふ れ あ い
交 流 事 業

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
「
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
高
齢
者

を
中
心
に
、
家
庭
内
で
過
ご
し
が
ち
な

皆
さ
ん
が
気
軽
に
つ
ど
い
、
地
域
住
民

同
士
年
代
を
問
わ
ず
交
流
を
図
る
「
お

茶
の
み
会
」
の
よ
う
な
も
の
を
「
ふ
れ

あ
い
交
流
事
業
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

参
加
対
象
者
は
、
男
女
年
齢
問
わ
ず
、

障
害
者
の
方
、
高
齢
者
等
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
上
大
谷
内
集
落
の
茶
話

会
「
公
会
堂
に
行
く
会
」
に
お
邪
魔
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
集
落
で

は
基
本
的
に
、
月
二
回
第
一
、
第
三
火

曜
日
に
茶
話
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

世
帯
数
七
軒
と
い
う
、
こ
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
集
落
で
す
が
、
ご
近
所
同
士
仲

が
よ
く
、
こ
の
日
は
四
人
の
出
席
者
に

社
会
福
祉
協
議
会
の
集
落
担
当
者
を

交
え
て
、
い
ろ
ん
な
話
題
に
つ
い
て
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

上
大
谷
内
集
落
の
大
き
な
特
徴
と

し
て
、
全
世
帯
七
軒
の
う
ち
、
二
軒
を

除
い
た
五
軒
は
苗
字
が
違
う
、
つ
ま
り

も
と
も
と
親
戚
同
士
が
集
ま
っ
た
集
落

で
は
な
い
そ
う
で
す
。
参
加
者
の
長
谷

川
さ
ん
は
「
こ
こ
に
嫁
い
で
き
た
当
時

か
ら
ず
っ
と
不
思
議
だ
っ
た
」
と
感
じ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
、
昔
の
農
作
業
の
こ
と
か
ら

子
ど
も
時
代
の
話
、
聖
籠
町
の
現
在
の

発
展
ぶ
り
に
ま
で
話
が
及
び
ま
し
た
。

他
に
も
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
楽
し
い
お

話
満
載
で
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
に
ぎ

や
か
な
茶
話
会
で
し
た
。

　

上
大
谷
内
集
落
で
は
、
他
の
集
落
に

住
む
方
で
も
茶
話
会
へ
の
参
加
、
大
歓

迎
だ
そ
う
で
す
。
男
女
年
代
問
わ
ず

茶
話
会
に
参
加
し
た
い
と
い
う
方
、
お

気
軽
に
公
会
堂
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
「
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
に
関
し

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
概
要
説
明
会
開
催
さ
れ
る
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こ
の
冬
は
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

沸
い
た
日
本
で
し
た
が
、
な
か
で
も
ア

ル
ペ
ン
競
技
に
夢
中
だ
っ
た
と
い
う
ス

キ
ー
が
ご
趣
味
の
鈴
木
宏
之
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

小
学
一
年
生
の
冬
、
校
庭
で
大
き
な

雪
山
を
つ
く
っ
て
滑
っ
た
体
育
の
授
業

が
鈴
木
さ
ん
と
ス
キ
ー
と
の
最
初
の
出

会
い
で
し
た
。
や
が
て
ス
キ
ー
と
は
無

縁
だ
っ
た
と
い
う
ご
両
親
も
影
響
を
受

け
、
毎
年
家
族
揃
っ
て
ゲ
レ
ン
デ
へ
出

か
け
楽
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
ご
出
身
は
秋
田
。
当
時
は
、
ゲ

レ
ン
デ
は
小
さ
め
で
す
が
雪
質
が
良
い

田
沢
湖
ス
キ
ー
場
が
ホ
ー
ム
ゲ
レ
ン
デ

で
し
た
。

　

や
が
て
社
会
人
に
な
り
本
格
的
に
始

動
。
ス
キ
ー
歴
は
十
二
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
一
年
に
十
日
ほ
ど
ゲ
レ
ン
デ
へ

出
か
け
る
傍
ら
、「
勝
ち
負
け
に
こ
だ

わ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
会

を
通
じ
て
県
内
各
地
か
ら
集
ま
る
多
く

の
方
々
と
知
り
合
え
る
の
が
楽
し
み
。」

と
社
内
の
ス
キ
ー
大
会
に
毎
年
選
手
と

し
て
出
場
さ
れ
る
一
面
も
お
も
ち
で

す
。

　

競
技
は
大
回
転
と
回
転
の
二
種
目
。

ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
の
恐
怖
心
は
全
く

な
く
、
む
し
ろ
楽
し
い
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
特
に
タ
ー
ン
の
回
数
が
少
な
い

分
ス
ピ
ー
ド
感
を
よ
り
味
わ
え
る
大
回

転
に
魅
力
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　

と
か
く
ス
キ
ー
大
会
と
聞
く
と
身
構

え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
単
に
ゲ
レ

ン
デ
を
滑
り
降
り
る
だ
け
で
は
物
足
り

な
さ
を
感
じ
て
い
た
鈴
木
さ
ん
だ
け

に
、
競
技
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
ス

キ
ー
の
新
た
な
目
標
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
に
来
ら
れ
て
一
年
半
、
聖
籠

町
の
印
象
を
お
聞
き
す
る
と
「
環
境
は

静
か
で
、
車
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行

く
こ
と
が
で
き
道
路
状
況
も
い
い
。
た

だ
冬
場
天
候
が
悪
く
て
も
遊
べ
る
子
ど

も
の
施
設
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。」

二
児
の
父
親
の
顔
も
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
四
歳
に
な
る
お
嬢
さ

ん
と
ス
キ
ー
場
へ
出
か
け
、
な
だ
ら
か

な
林
道
コ
ー
ス
を
二
人
で
滑
り
ま
し

た
。
初
め
て
に
も
関
わ
ら
ず
物
怖
じ
せ

ず
楽
し
ん
で
い
る
そ
の
様
子
に
、
お
子

さ
ん
の
成
長
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
鈴

木
さ
ん
。
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
、
競
技

を
抜
き
に
ゲ
レ
ン
デ
へ
足
を
運
ぶ
機
会

が
増
え
そ
う
で
す
。

広報せいろうは ､資源保護のため古紙配合率 70％の再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています。

鈴木  宏之さん（尾沢ヶ丘）

趣味の
広場


